
【禁　忌（次の患者及び部位には使用しないこと）】
a 本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者
s 血管内［塞栓を起こすおそれがある。］

【組成・性状】
1.組成
スポンゼルは、１g 中に日局ゼラチン１g を含有す
る。
2.製剤の性状

形状 色 厚さ

スポンゼル
（2.5㎝×5㎝）

凍結乾燥し、無菌に製し
た多孔性のゼラチンスポ
ンジであり、重量の約 30
倍以上の水を吸収する。

白色〜
淡黄褐色

約１㎝
スポンゼル

（7㎝×10㎝）

【効能・効果】

各種外科領域における止血
褥瘡潰瘍

【用法・用量】

適当量を乾燥状態のまま、又は生理食塩液かトロン
ビン溶液に浸し、皮膚或は臓器の傷創面に貼付し、
滲出する血液を吸収させ固着する。本品は組織に容
易に吸収されるので体内に包埋しても差し支えない。

【使用上の注意】

1.慎重使用（次の部位には慎重に使用すること）
視神経及び視束交叉の周囲［圧迫により視力障害を
起こすことがある。］
2.重要な基本的注意

a本剤の使用は縫合、結紮等の止血に代わるもので
はないことに留意すること。

s本剤は殺菌作用をもたないので、感染の可能性が
高い場合には、適切な処置を考慮すること。

3.副作用
重大な副作用
ショック、アナフィラキシー（いずれも頻度不明）：
ショック、アナフィラキシーがあらわれることが
あるので、観察を十分に行い、全身発赤、呼吸困
難、血圧低下等の異常が認められた場合には使用
を中止し、適切な処置を行うこと。

4.適用上の注意
使用時：
a創面への使用にあたっては癒合を妨げる可能性が

あるので、過量に使用しないこと。
s膨張による圧迫が正常な機能を妨げる可能性があ

るので、創腔又は組織の間隙に使用する場合には、
詰めすぎないように留意すること。

d本剤は用法・用量にしたがって使用し、血管内に
は使用しないこと。

5.その他の注意
塞栓術に使用した結果、組織壊死等があらわれた
との報告がある。

【薬 効 薬 理】

1. ゼラチンスポンジは、創傷の表面に強く付着し、fibrin とほ
ぼ同等の止血効果をあらわす 1）。

2. ゼラチンスポンジを組織内や体腔内に包埋したとき、約１カ月
以内に液化吸収される 1）2）。

【有効成分に関する理化学的知見】

一般名：ゼラチン（Gelatin）
本　質：ゼラチンは動物の骨、皮膚、じん帯又はけんを酸又は

アルカリで処理して得た粗コラーゲンを水で加熱抽出
して製したものである。

性　状：ゼラチンは無色又は白色〜淡黄褐色の薄板、細片、粒
又は粉末で、におい及び味はない。熱湯に極めて溶け
やすく、エタノール（95）又はジエチルエーテルにほ
とんど溶けない。水に溶けないが、水を加えるとき、
徐々にふくれて軟化し、5 〜 10 倍量の水を吸収する。
酸処理して得た本品の等電点は pH 7.0 〜 9.0、また、
アルカリ処理して得た本品の等電点は pH 4.5 〜 5.0 で
ある。

【取扱い上の注意】

使用時：
a 容器より取出す際に細菌汚染しないように注意すること。
s 開封後の未使用分は廃棄すること。
d 消毒用アルコール浸漬又は加熱滅菌を避けること。

（外装接着部の剥離、内容の変質をきたすおそれがある。）

【包　　　装】

２.５cm × ５ cm  ： １枚入（滅菌封入）×３袋
７ cm ×１０cm  ： １枚入（滅菌封入）×５袋
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貯　　法：室温保存
使用期限：ケース等に表示（製造後３年）
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